
カナオカグラビア埼玉第三工場Ｂ棟　完成

生産能力増強と働きやすさ追求

株式会社カナオカグラビア
埼玉第三工場Ｂ棟統括部長

高松　光博
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　カナオカグラビア埼玉第三工場Ｂ棟がこのたび完成いたしまし
た。
　当社グループが手掛ける軟包材の製造に対しては、ユーザー様
から安定供給のニーズがますます高まっていると感じています。
既存工場の生産キャパシティーに余力が無い現状を踏まえ、当社
グループに対する期待に応えて将来も見据えた生産能力の増強を
図るために、今回の建設プロジェクトを発足させました。
　完成したＢ棟施設は、グラビア印刷を主とした食品用途向け軟
包材を製造する第三工場Ａ棟と接続しています。既存工場と合算
して従前の約．倍となる生産能力を見込んでいます。同時に物流
動線や倉庫容量不足といった課題の解決にも取り組んでいます。

　環境面での配慮では、製造過程で発生するＶＯＣ（揮発性有機
化合物）を回収し、場内にエネルギーとして取り込む装置を設置
しました。また、製造面では、重量物の搬送を省人化し、作業員
の負担減と安全確保を進めるため、業界として採用事例のなかっ
た自動化設備も導入しています。作業環境を改善するために、局
所排気などで空調効率の良い作業現場となるような設計、施工も
行いました。
　こうしたさまざまな工夫を取り入れて完成したＢ棟には未実装
部分を一部残しています。今後、ユーザー様のご要望に積極的に
対応していくために活用したいと考えています。
　建物の設計と施工は今回、大成建設様にお願いしました。当社
の要望を設計段階で吸い上げ、施工において使い勝手も考慮しな
がら実現していただきました。スピード感のある施工により、ス
ケジュール通り完成を迎えることができました。大成建設様のお
客さまを第一とする気遣いも素晴らしく、深く感謝しております。

■工　事　名　称：株式会社カナオカグラビア埼玉第三工場Ｂ棟建設計画
■建　設　地：埼玉県羽生市川崎１－－
■事　業　主：株式会社カナオカグラビア
■設計・監理：大成建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：大成建設株式会社関東支店
■構造・階数：Ｓ造地上３階塔屋１階
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年４月～年７月

写真提供：カナオカグラビア
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　本プロジェクトは、年弊社の設計施工による食品用途向け軟包材の印刷工場
既存Ａ棟に、同じ印刷工場Ｂ棟を増築した新工場です。事務エリアはＡ棟とＢ棟の
動線を配慮し渡り廊下を新設、人と製品の動線を分けています。社章が「フキの葉」
であることを考慮、深緑をワンポイント色とし、森をイメージした働きやすい安ら
ぎのある空間を構成しています。

　生産エリアにおいては、既存Ａ棟ＡＧＶとＢ棟ＡＭＲで荷の受渡しを可能にする
ことで利便性を高めました。またフォーク式ＡＭＲとパレット自動倉庫、台車式Ａ
ＭＲとロール自動倉庫が自動で取合い、入出庫可能にし、搬送手間を削減。省力化、
効率化を図る動線としています。
　設備では危険物一般取扱所としての安全性を考慮して、印刷室、ラミネート室の
排気設備が停止した場合にはそのエリアの電源が落ちるようインターロック機能を
設けています。またＶＯＣ局所排気系を燃焼処理させた廃熱蒸気ボイラーからの蒸
気を空調等に再利用しています。
　将来的にも生産設備機器の拡張が可能な計画としていますので、今後さらに大き
く発展され、本工場を今以上に活用して頂ける事を願っております。

大成建設株式会社　本社設計本部国際設計部　設計担当部長　北岡　治
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